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社
会
教
育
法
で
は
、
「
公
民
館

は
、
住
民
の
た
め
に
生
活
に
即
す

る
教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
す

る
各
種
の
事
業
を
行
い
、
も
っ
て

住
民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増

進
、
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
を 

            

め
ぐ
っ
て
は
、
多
く
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
公
務
の
民
営
化

は
、
人
的
経
費
の
削
減
と
公
務
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
に
つ
な
が

る
。
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
で
、

各
公
民
館
地
域
に
は
様
々
な
問

題
が
あ
り
、
各
地
域
の
細
か
い
政

策
が
必
要
で
あ
る
。
公
民
館
は
、

そ
の
地
域
政
策
の
具
体
化
の
た

め
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設

で
あ
る
。
ま
た
、
市
の
総
合
計
画

に
も
「
各
公
民
館
で
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
や
市
民
の
協

働
で
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
や
災
害
時
の
支
援
な
ど
多
様

な
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
齢

化
や
加
入
者
の
減
少
な
ど
地
域

活
力
の
低
下
の
懸
念
も
あ
る
の

で
自
治
会
へ
の
支
援
を
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
公
民

館
の
管
理
運
営
は
、
市
が
責
任
を

も
っ
て
直
営
で
行
う
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
の
で
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
反
対
し
た
。 

   

  

  

    

 

    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
被
保
険
者
に
か
か
わ
る

傷
病
見
舞
金
と
し
て
、
令
和
２
年

１
月
か
ら
、
事
業
収
入
が
主
た
る

収
入
の
被
保
険
者
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
休
業
や

収
入
の
減
少
し
た
と
き
に
、
傷
病

見
舞
金
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

た
。
今
ま
で
多
く
の
方
が
利
用
し

て
営
業
と
く
ら
し
を
支
え
て
き

た
。
傷
病
見
舞
金
が
２０
万
円
か

ら
５
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

と
営
業
や
暮
ら
し
が
大
変
に
な

る
の
で
傷
病
見
舞
金
の
引
き
下

げ
議
案
に
反
対
し
た
。 

     

日
本
共
産
党
深
谷
市
議
団 

議
会
報
告 

十
二
月
議
会
に
つ
い
て 

令
和
４
年
深
谷
市
議
会
第
４
回
定
例
会
が
11
月
24
日
か
ら
12

月
14
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
補
正
予
算
10
件
、
条
例
の
制
定
３
件
、
条
例
の
一
部
改
正

８
件
、
専
決
処
分
の
報
告
３
件
、
工
事
契
約
１
件
な
ど
市
長
提
出
議

案
２４
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
請
願
１
件
が
審
議
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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現　行 制度導入

4年度 5年度 6年度 7年度

館　長

職員1

職員3

　

財団職員
市職員

指定管理者制度導入までの事務引継ぎイメージ（職員配置）

令和4年11月17日全協配布資料

財団職員（地域担
当）が公民館に出向

市職員（会計年度任用職員）

市職員（地区センター担当）

年度

財団職員が公民館に出向（市職員経験者）市
職
員

（
会
計
年
度

任
用
職
員
含
む

）

職員2

事務引継ぎ

傷
病
見
舞
金
20
万
円
か
ら 

５
万
円
の
引
き
下
げ
に
反
対 

（
討
論
の
要
旨
） 
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国
保
に
加
入
す
る
市
民
の
多

く
は
、
低
所
得
者
世
帯
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
大
き
な
痛
手
を
受
け
て

い
る
個
人
事
業
主
や
天
候
の
影

響
の
受
け
や
す
い
農
家
の
み
な

さ
ん
で
あ
る
。
国
保
制
度
に
は
、

い
わ
ゆ
る
社
会
保
険
と
違
い
、
雇

用
主
負
担
が
な
い
。
国
が
そ
の
分

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
予
算
を
減
ら
し
た
た

め
、
法
定
外
繰
入
と
し
て
、
地
方

自
治
体
が
負
担
し
て
き
た
。
国
や

県
が
こ
の
法
定
外
繰
入
を
な
く

す
た
め
国
保
加
入
者
に
負
担
を

求
め
て
い
る
。
８
月
の
深
谷
市
国

保
運
営
協
議
会
で
審
議
さ
れ
た

段
階
的
見
直
し
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
で
は
、
４
人
世
帯
の
所
得
３
０

０
万
資
産
ナ
シ
の
世
帯
の
値
上

げ
は
、
年
４
万
４
５
０
０
円
で
、

国
保
税
の
年
間
負
担
額
は
、
４
２

万
５
５
０
０
円
で
あ
る
。
令
和
９

年
度
ま
で
の
年
間
の
引
き
上
げ

額
は
、
お
よ
そ
４
倍
で
、
年
間
の

納
税
額
は
60
万
円
余
り
と
な
る
。

所
得
割
と
均
等
割
り
の
２
方
式

で
は
、
家
族
の
多
い
世
帯
の
負
担

は
大
変
な
額
と
な
る
。
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
更
な
る
引
き
上
げ
に

反
対
で
あ
る
。 

             

   

                              

   

●
降
雹
に
よ
る
被
害
農
家
に
見

舞
金
を
支
給
す
る
。
３
２
０
件
に

各
５
０
０
０
円
支
給
す
る
。 

 

●
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
生
活

を
支
援
し
、
且
つ
地
域
経
済
の
活

性
化
の
た
め
に
地
域
通
貨
ネ
ギ

ー
券
５
０
０
０
円
を
支
給
す
る
。

１２
月
下
旬
に
ネ
ギ
ー
カ
ー
ド
を

郵
送
、
１
月
６
日
か
ら
利
用
で
き
、

期
限
は
２
月
２８
日
ま
で 

対
象
人
数
４
万
４
千
人
で
あ
る
。 

 

●
行
政
組
織
の
一
部
改
正
令
和

５
年
度
よ
り
産
業
拠
点
整
備
室

が
廃
止
さ
れ
、
産
業
振
興
部
と
都

市
整
備
部
に
引
き
継
が
れ
る
。 

 

②  この議会報告は政務活動費を使用しています。ご意見・ご要望は、党議員団まで 

 

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上

げ
に
反
対 

（
討
論
の
要
旨
） 

           

 

    

所得割 資産割 均等割 平等割 所得割 資産割 均等割 平等割

年齢 50歳 医療分 161,910 48,000 17,000 医療分 164,480 76,000 13,000

給与 約430万円 支援分 69,390 36,000 支援分 66,820 41,200

扶養 介護分 30,840 18,000 介護分 41,120 23,000

収入 合計 262,140 102,000 17,000 合計 272,420 140,200 13,000

　年間の差額が44,500円だが、県標準では約178,500円の値上げとなる。

年間の税額

50歳・20歳
18歳収入0円

年間の税額

改正後の保険税（令和5年度）4人世帯（所得300万円固定資産ナシ）現行保険税（令和4年度）

    425,500円    381,000円

       

 

区  分 影　響 区　分 現行 改正 差額

調定額 約1億1700万円の増 医療給付分 63万円 65万円 2万円

約1万7000世帯 高齢者支援金分 19万円 20万円 1万円

約80％の世帯 介護納付金分 17万円 17万円 -

世帯平均 5,600円の引き上げ 合　計 99万円 102万円 3万円

増額となる
世帯

国保税の引き上げの影響 課税限度額の改正

国保税条例の一部改正の概要 

１２
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
主

な
内
容
の
お
知
ら
せ 

11 月 14 日、2023 年度の予算

要望書を深谷市に提出しました。 
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12
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
」

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
」
に
つ
い
て
の
２
項
目
で

す
。 

   

問 

小
中
学
校
の
給
食
費
は
、

生
活
保
護
世
帯
や
準
要
保
護

世
帯
以
外
は
保
護
者
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
が
、
県
内
で
も

無
償
化
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
深
谷
市
と
し
て
も
子

育
て
支
援
の
た
め
、
学
校
給
食

費
を
無
償
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

答 

学
校
給
食
法
で
食
材
費

は
、
保
護
者
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
無
償
化
す
る
に
は
年
間
約

１０
億
６
千
万
円
の
財
源
が
必

要
で
あ
る
。
援
助
が
必
要
な
世

帯
に
は
、
就
学
援
助
制
度
で
全

額
援
助
す
る
。
就
学
援
助
制
度

の
周
知
徹
底
を
図
る
。 

問 

完
全
無
償
化
で
な
く
て

も
第
２
子
・
第
３
子
以
降
を
無

償
化
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
子
ど
も
の
多
い
世
帯
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
、
無
償
化
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

食
材
費
は
、
保
護
者
の
負

担
が
基
本
で
あ
り
、
援
助
が
必

要
な
世
帯
に
は
就
学
援
助
制

度
で
全
額
援
助
し
て
い
る
。
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
も
、
１０
月

か
ら
３
月
ま
で
上
昇
分
と
し

て
１０
％
の
補
助
を
し
て
い
る
。 

問 

就
学
援
助
世
帯
の
目
安

は
、
生
活
保
護
世
帯
の
１
・
３

倍
未
満
と
の
こ
と
だ
が
、
基
準

と
な
る
収
入
の
目
安
は
ど
れ

く
ら
い
か
。 

答 

目
安
と
し
て
親
１
人
子

ど
も
１
人
の
世
帯
は
、
年
収
約

約
１
８
０
万
円
以
下
、
月
額
で

１
５
万
円
以
下
で
あ
る
。
親
２

人
子
ど
も
１
人
の
世
帯
で
は
、

約
２
４
０
万
円
以
下
、
月
額
２

０
万
円
以
下
で
あ
る
。 

意
見 

学
校
給
食
費
の
無
償
化

自
治
体
は
、
こ
の
５
年
間
で

３
・
６
倍
の
２
５
６
自
治
体
に

ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も

の
多
い
世
帯
の
負
担
は
、
大
変

で
あ
る
。
「
子
育
て
す
る
な
ら

深
谷
」
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り
組

み
を
求
め
る
。 

       

   

問 

市
で
は
、
予
約
型
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い

る
が
、
バ
ス
停
か
ら
乗
車
し
な

い
と
利
用
で
き
な
い
が
、
歩
く

こ
と
が
大
変
な
高
齢
者
の
方

も
自
宅
か
ら
利
用
で
き
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、

輸
送
コ
ス
ト
が
割
高
だ
が
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
は
、
効
率
的
な
利

点
が
あ
る
。
４
月
よ
り
新
運
行

を
開
始
し
、
市
内
の
商
業
施
設

や
医
療
機
関
が
集
中
す
る
エ

リ
ア
に
乗
り
換
え
な
し
で
移

動
で
き
る
。
利
用
者
を
市
民
に

限
定
し
、
市
民
の
利
用
す
る
機

会
を
増
や
し
た
。
深
谷
駅
へ
の

直
接
乗
り
入
れ
な
ど
の
見
直

し
を
し
た
。
今
後
も
、
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し

た
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に

調
査
研
究
す
る
。 

一
般
質
問 

鈴
木
三
男
議
員 

子
育
て
支
援
の
た
め
、
学
校

給
食
費
は
無
償
化
す
べ
き 

 

自
宅
か
ら
利
用
で
き
る 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を 

 

世　帯 年間収入 月　額

親1人・子
ども1人

約180万
以下

15万以下

親2人・子
ども1人

約240万
以下

20万以下

就学援助の認定基準の目安

 

2020年度 1,254人 約5,080万

2021年度 1,283人 約5,688万

就学援助の認定者数と金額
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問 

現
在
の
教
科
書
は
、
過
去

の
物
に
比
べ
３
割
程
の
ペ
ー
ジ

増
に
加
え
、
大
判
化
等
に
よ
り

重
く
な
っ
て
い
る
。
更
に
副
教

材
も
増
え
た
こ
と
か
ら
ラ
ン
ド

セ
ル
の
重
量
化
が
社
会
問
題
と

な
っ
た
。
平
成
30
年
に
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
置

き
勉
（
※
自
宅
で
は
普
段
使
わ

な
い
教
科
書
や
資
料
を
置
い
て

い
く
こ
と
）
な
ど
の
工
夫
を
し
、

持
ち
物
の
軽
量
化
に
向
け
各
校

を
指
導
し
て
い
く
と
の
答
弁
だ

っ
た
。
そ
の
後
、
一
人
に
一
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
貸
与
さ
れ

た
。
更
な
る
重
量
化
に
な
っ
て

い
な
い
か
現
状
を
伺
う
。 

 

答 

置
き
勉
を
実
施
し
た
結
果
、

教
科
書
に
お
い
て
は
約
1.5
㎏

の
軽
減
と
な
っ
た
が
、
新
た
に

持
ち
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
1.1
㎏
の
重
量

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し

て
約
400
ｇ
の
軽
量
化
と
な
っ

て
い
る
。 

問 

教
育
委
員
会
と
し
て
重
量

化
問
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。 

答 
置
き
勉
を
禁
止
し
て
い
た

当
時
と
、
大
幅
な
減
少
が
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、
腰
痛
等
の

健
康
被
害
も
懸
念
さ
れ
る
。
更

に
置
き
勉
を
徹
底
し
、
重
量
化

に
対
す
る
方
策
を
各
校
に
求
め

て
い
く
。 

       

   

問 

保
護
者
の
方
か
ら
、
宿
題

の
量
が
多
く
、
子
ど
も
の
遊
ぶ

時
間
の
確
保
が
難
し
い
と
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
が
、
教

育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。 

答 

宿
題
の
量
の
目
安
と
し
て

多
く
の
学
校
が
、
学
年×

10
分

＋
10
分
程
度
と
し
て
い
る
（
※

中
一
は
７
年
生
と
カ
ウ
ン
ト
す

る
）
。
宿
題
に
は
学
力
向
上
と
い

う
側
面
と
同
時
に
、
児
童
生
徒

が
勉
強
の
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
や
時
間
の
管
理
を
行
う
と

い
う
意
味
合
い
も
含
ま
れ
、
生

涯
に
渡
る
「
学
び
」
へ
つ
な
が

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

 
見
解 

こ
の
質
問
を
す
る
に
あ

た
り
、
宿
題
の
量
の
目
安
通
り

な
の
か
保
護
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
目

安
よ
り
多
い
と
答
え
る
方
が
多 

 

数
で
し
た
。
こ
の
質
問
は
、
宿

題
を
出
す
な
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
遊
ぶ
時
間
が
確
保
で
き

な
い
ほ
ど
の
量
は
問
題
で
は
な

い
か
と
い
う
趣
旨
で
す
。 

 

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会

は
日
本
に
対
し
て
、
第
一
回
目

か
ら
、
過
度
に
競
争
的
な
教
育

制
度
で
あ
り
、
子
ど
も
の
余
暇
、

身
体
的
活
動
及
び
休
息
を
欠
く

に
至
っ
て
い
る
と
、
勧
告
の
中

で
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

一
度
し
か
な
い
子
ど
も
時
代

が
、
遊
び
や
学
び
の
面
か
ら
も

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
、

今
後
様
々
な
方
と
連
携
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

意
見
等
、
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

     

一
般
質
問 

佐
久
間
奈
々
議
員 

ラ
ン
ド
セ
ル
の
重
量
化
問
題

に
つ
い
て 

つ
い
て 

 

宿
題
の
量
の
多
さ
に
つ
い
て 

 

 

 

 


